
1

鉄道構造物の維持管理技術

に関する動向
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鉄道施設のストック量（橋りょう・トンネル）

橋りょう総数：橋りょう総数：橋りょう総数：橋りょう総数：102,293橋（橋（橋（橋（1m以上）以上）以上）以上） トンネル総数：トンネル総数：トンネル総数：トンネル総数：4,737本本本本
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国交省鉄道局ＨＰより
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引用）国土交通省鉄道局：鉄道構造物の現状、第１回鉄道構造物の維持管理に関する基

準の検証会議 資料１、 http://www.mlit.go.jp/common/000995186.pdf、2013.4

維持管理に関する課題と対応維持管理に関する課題と対応
●維持管理においては、今後急増する取替要求、保守要員・熟練技術

者の不足、診断・監視技術の更なる高度化などが求められる。

①補修・補強技術の合理化①補修・補強技術の合理化①補修・補強技術の合理化①補修・補強技術の合理化

課題への対応

②リニューアル技術の開発②リニューアル技術の開発②リニューアル技術の開発②リニューアル技術の開発

急増する急増する急増する急増する

取替要求取替要求取替要求取替要求

課 題

⑤非破壊検査法の開発⑤非破壊検査法の開発⑤非破壊検査法の開発⑤非破壊検査法の開発

③ＩＴ技術による診断の合理化③ＩＴ技術による診断の合理化③ＩＴ技術による診断の合理化③ＩＴ技術による診断の合理化

⑥リアルタイムヘルスモニタリング⑥リアルタイムヘルスモニタリング⑥リアルタイムヘルスモニタリング⑥リアルタイムヘルスモニタリング

②リニューアル技術の開発②リニューアル技術の開発②リニューアル技術の開発②リニューアル技術の開発

④エキスパートシステムの開発④エキスパートシステムの開発④エキスパートシステムの開発④エキスパートシステムの開発

取替要求取替要求取替要求取替要求

保守要員の保守要員の保守要員の保守要員の

減少対策減少対策減少対策減少対策

診断・監視診断・監視診断・監視診断・監視

の高度化の高度化の高度化の高度化

総研の取組１： 補修・補強・取替技術
●鉄道総研では、コスト・パフォーマンスの高い、補修・補強技術、リ
ニューアル技術に関する研究開発を行ってきた（パンフレット参照）。
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せん断補強鉄筋

アーチ型鋼板

アンカー鉄筋

●また、高精度で合理的な、監視・診断・評価システムに関する
研究開発を進めている。

ＤＢ化・評価技術診断技術

総研の取組２： 診断・評価・監視技術
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異常発生の早期検知

損傷箇所・程度の把握
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●維持管理業務の効率化、検査精度の向上を目指して、現

在、「構造物健全度診断センサ」ならびに「データ伝送システム」
の開発を行っている。

システムの最終イメージ

データ伝送

構造物診断構造物診断センサネットワークシステム
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検知結果を
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開発した実用センサ群
センサー開発センサー開発

●用いるセンサは伝送に適し、安価で耐久性が高いことが求められる。
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・高額な通信費

・携帯電話の圏外対策

・緊急時の伝送確保

・電源供給の問題

〔〔〔〔〔〔〔〔課題課題課題課題課題課題課題課題〕〕〕〕〕〕〕〕

所内ネットワークによる検証

本部・基地局
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●センサの耐久性・測定精度の検証を目的に、現在、所内センサーネット
ワークを構築し、システム全体の経済性・信頼性向上を確認している。
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まとめ

１．鉄道構造物は平均経年約60年、対応は喫緊の課題

２．予防保全からリニューアル時代へ、技術者不足への対応
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３．Ｐ/Ｃが高い補修・補強・取替技術の開発

４．将来に向けた技術開発の例（センサネットワークシステム）


